
宣 言 日 令和　3　年　6　月　24　日

住 所 さいたま市西区西大宮3-19-12

県 内 企 業 等 の 名 称 社会福祉法人 独歩

代表者役職 氏名 理事長　串田　由幸

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

・参加者数　５００人／月　　・登録者数　　５００人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

・参加者数　２５０人／月　　・登録者数　　２００人

経済

＜2030年に向けた指標＞

・残業時間　３時間／月　　・有給消化率８０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

・残業時間　６時間／月　　・有給消化率４０％

地域コミュニティ型子育て児童センター
「ドッポクラブ」の地域への働きかけによる
参加者数の増加
〈（現状値）２０２0年の数値〉
・参加者数　１２０人／月（のべ）
・「ドッポクラブ」LINE公式アカウント登録
者数　　８５人

ワーク・ライフ・バランスの徹底と充実
〈（現状値）２０２0年の数値〉
・全社員の残業時間　　９時間／月
・有給消化率　　３０％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

A4紙の使用枚数　５,000枚／年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

A4紙の使用枚数　１０,000枚／年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当法人の経営理念である「三方良し」に基づき、売り手（当法人）、買い手（障害当事者）、世間（地域）の
三方において必要とされる企業行動をおこない、地域社会の発展に貢献したい。この考えはSDGｓの
持続可能な開発目標と同じ方向を目指すものであり、より地域に根差した社会福祉事業の推進をおこ
なっていく。

社会福祉法人 独歩

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

＜2030年に向けた指標＞

限りある地球資源を原材料とする事務用
品などの使用量削減を図る。
〈（現状値）２０２0年の数値〉
・A4紙　１５,000枚／年


